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サステナビリティ経営推進の枠組み
気候変動への対応

サステナビリティ推進部長：岸田 博子
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事業を通じて世界の人々のより良い暮らしと持続可能な社会の発展を支える

企業理念

マテリアリティ
（重要課題）

事業

事業基盤

サステナビリティ
ビジョン

社会的価値
【安心・安定の提供/働く人の幸せ】

環境的価値
【地球環境の保全】

気候変動への取組み品質の向上と新価値の創造

事業のデジタル化とDXの推進 従業員エンゲージメントの向上 ガバナンスの強化

私たちの使命 それは社会発展の原動力であること
私たちの挑戦 それは物流から新たな価値を創ること
私たちの誇り それは信頼される存在であること

経済的価値
【NXの持続的成長】

安全・コンプライアンス・品質（変わらない価値観）

持続可能でレジリエントな物流インフラの構築

イノベーションによる新たな価値の創造（変えるべき価値観）

・NXグループは、従業員、ビジネスパートナー、お客様、地域社会といったステークホルダーと共創し、実り豊
かな未来を目指すことで、持続可能な社会の実現を目指していきます。

・NXグループは、自社とお客様の環境負荷の低減に貢献する事業に取り組むことで、カーボンニュートラル社会
の実現や、地球環境の保全に貢献していきます。

・NXグループは、人と人、ビジネスとビジネスをグローバルに繋ぎ、社会課題の解決に寄与するソリューション
を提供することで、社会から必要とされる存在として、持続的な成長を追求していきます。

▪NXグループサステナビリティ方針

▪NXグループサステナビリティビジョン

サステナビリティ方針およびビジョン

サステナビリティ経営推進の枠組み、及び気候変動への対応についてご説明
させて頂きます。

現在の経営計画の開始時には、「ESG経営の推進」を掲げ、日本通運を含む
グループ各社がそれぞれ独自の推進を行ってまいりましたが、2021年のホー
ルディングス制への移行を機に、グループ一体となったサステナビリティ経
営の推進に取り組んでおります。

今年の１月１８日には、サステナビリティに取り組む意義と目指す方向性を
示したNXグループの「サステナビリティ方針」と「サステナビリティビ
ジョン」を策定し、社内外に公表いたしました。
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サステナビリティ経営戦略（全体像）

3

次に、サステナビリティ経営戦略の全体像についてご説明いたします。
資料にお示ししている通り、サステナビリティの重要課題としてNXグループのマ
テリアリティを特定し、事業の成長戦略、コーポレート戦略と同期させながら、
マテリアリティを解決していくことで、サステナビリティ経営推進を実践してい
くこととしております。

来年からスタートする新たな中期経営計画においても、サステナビリティ経営戦
略は重要な位置づけとして示すこととしており、来年度からグループ・グローバ
ルで取り組めるマテリアリティへの見直しを準備しています。
今後、グループ一体となった推進を加速させ、企業価値の向上、社会価値の創出
に繋げてまいります。
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「人権の尊重」の取り組み

人
権
尊
重
の
取
組
み

ビ
ル
ド
ア
ッ
プ
イ
メ
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ジ

4th Step

⚫「ビジネスと人権」に関する教育
を、階層別および職種別に実施

⚫救済メカニズムを構築（社内従業
員向け窓口はあるため、主に社外
向けの検討が必要）

⚫必要に応じてサプライヤー監査等
のより高度な調査を実施

3rd Step

⚫リスク対応アプローチを検討。
実行・モニタリングの
スケジュールを作成

⚫いわゆる「人権デューデリ
ジェンス」のプロセスを策定

2nd Step

⚫まずデスクトップで人権リス
クを洗い出し、ヒアリングや
既存調査結果を統合し、優先
順位付け

⚫「自社操業の範囲」と「サプ
ライチェーン/バリューチェー
ン」双方の観点で評価を実施

1st Step

⚫自社グループとして、人権リスク
への課題認識を示すコミットメン
トを策定

⚫盛り込む内容やアプローチは、
国内外の各種ガイドラインの
要請事項を考慮

人権リスク
評価・特定

リスク対応計画
策定

リスクの予防
モニタリング実施

主
な
取
組
み
計
画

人権方針策定

9ｰ12月 2024年度以降

• 調達にかかわる方針などの策定

• 社内人権マネジメント体制の整備

• 初回人権リスク評価を踏まえた深堀
り・特定

• 社内向け人権取組みの実行（リスク評価・予防・是正等）

• 取引先向け人権マネジメント体制の整備・実行

• 苦情処理メカニズムの構築（主に社外）

• 人権取組みに関する開示の開始

4

マテリアリティの見直しの中で、重要課題として強化していくこととしたのが
「人権の尊重」への取組みです。

取組みの第一段階として、今年8月21日に「NXグループ人権方針」を策定し、社
内外に公表いたしました。
今後はこの方針に基づき、「人権リスクの評価・特定」、「リスク対応計画の策
定」、「リスクの予防とモニタリング実施」というステップで「人権デューデリ
ジェンス」に取り組んでまいります。

現在はリスクの評価・特定の作業を開始しておりますが、今後、サプライチェー
ン上の人権リスクをどのように一元的にマネジメントしていくかが課題であると
考えております。
各国の法令にも対応しうる社内の体制構築や、調達に関わる指針の策定を早急に
進め、責任ある事業活動を進めてまいります

4
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マテリアリティの取り組み

5

続いて、各マテリアリティの取り組みについてです。

現在のマテリアリティは2021年に選定し、各マテリアリティの目指す姿と具体的
な取り組み施策について、グループ内での議論を深めてきました。

一例としては、気候変動への取り組みとして、CO2排出量削減目標の設定および
施策の展開や従業員エンゲージメントの向上に向けたD&Iの推進など、具体的な
進捗が図れています。今後もグループ一体となった取り組みを進めてまいります。
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CO2削減目標

※日本政府目標：2013年比で2030年までに46％削減（50％の高みを目指す）、2050年までにカーボンニュートラル社会の実現

6

ここから気候変動への対応についてお話させていただきます。

今年１月１８日、NXグループのCO2排出削減目標を策定し、対外的に公表致しま
した。
これまでは、日本通運及びグループ各社でそれぞれ目標を掲げていましたが、
CO2削減は物流を中心とした事業を行うＮＸグループにとっての重要課題として
再認識をし、政府目標に沿った形でしっかりと取り組んでいくこととしています。

まずは2030年の削減目標の達成に向けて、グループ各社の目標値を定め、３つの
具体策への取り組みを開始しています。

6
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CO2削減実績

※2013年実績946千tｰCO2 （SCOPE1,2）

約21％の削減を実現

SCOPE３は料金法に基づき算出。今後、算出法をより精緻することで「見える化」を行い、具体的な削減
施策を講じていく。

7

日本通運単体
国内グループ

会社

海外グループ

会社
グループ総計

SCOPE1（直接排出） 304 204 38 546

SCOPE2（間接排出） 101 41 58 200

SCOPE１＋２ 405 245 96 745

SCOPE３ 6,351 1,287 7,147 14,785

（2022年度実績／単位：千ｔ）

こちらでは2022年までの削減実績をお示ししています。
2022年度のスコープ１，２と言われる自社の排出量は、基準年の2013年比で21％
の削減を達成しました。主な要因としては次の２つとなります。

一つ目は、トラック、船舶などを環境配慮型の設備に代替えしたこと、
二つめは、モーダルシフト、共同配送など輸送の効率化による省エネや、倉庫等
施設照明のＬＥＤ化などの施策を講じてきた効果によるものです。

ここまでは順調に推移しておりますが、2030年の目標達成に向けては、環境車両
の普及などの技術革新と社会インフラ拡充が必須の条件となってまいります。今
後の時流を見ながら取り入れるべき施策を実行に移していくこととしています。
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CO2削減目標（SBTコミットメント）

• SBT認定は、パリ協定に整合していることを示す世界共通の認定であり、NXHDがカーボンニュートラ
ルに向けた目標設定していることを内外に明示するためには、SBT認定が求められており、NXHDでは
2023年に認定に向けたコミットメントレターを提出した。

SBT(Science Based Targets)：パリ協定が求める水準と整合した、5年~15年先を目標年として企業が設定する、温室効果ガス排出削減目標

SBTは、気候科学に基づく「共通基準」で評価・認定された目標であるため、SBT認定を取得することで、「パリ協定」に整合していること
をわかりやすくアピール可能

機関投資家からの評価
ESG投資呼び込み

社内イノベーション加速、
脱炭素取組推進

従業員モチベーション向
上、採用力強化

顧客獲得
取引先との連携強化

8

CO2削減目標を達成するための具体的な施策のひとつとして、SBTに取り組むこ
ととし、今年５月に認定に向けたコミットメントレターを提出いたしました。

SBTの認定を受けるには、2030年、2050年の削減目標の達成に向けて、スコープ
１，２と言われる自社の削減だけでなく、自社以外の排出となるスコープ3の削減
にも取り組む必要があるため、現在はスコープ３の排出量を可視化して実態を把
握し、SBTの求めるパリ協定に整合した削減計画の策定を検討中でございます。
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気候変動への取り組み（TCFD）

9

続きまして、ＴＣＦＤついてご説明いたします。

昨年5月にＴＣＦＤに賛同し、6月発行の統合報告書において初回の開示を行いま
した。
今年はシナリオ分析の結果として、新たな定量分析を加えた開示内容としていま
す。

9
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気候変動への取り組み（TCFD）

シナリオ分析結果（新規定量分析）

10

移行リスクについては、昨年も炭素コストを試算して開示しましたが、今年はNX
グループの2030年削減目標にもとづいた再試算を行いました。

その他、物理リスクについては気象災害による自社資産の損傷に伴うコストの増
加リスクと、機会については、SAF燃料を導入した環境配慮サービスによる収益
増加を試算し、定量開示をしております。
今後もシナリオ分析結果から、リスクの低減、機会を捉えた具体策を講じること
で事業拡大と企業価値向上を図ってまいります。

本日は限られた時間ということもあり、要点を絞ってのご説明となりましたが、
詳細については、統合報告書、サステナビリティデータブックでご参照を頂けれ
ば幸いでございます。

10
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人的資本経営の推進

執行役員：赤間 立也

11
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目指す姿・取り組みの全体像

企業価値の向上

多様な人財の総合力を
生み出せる組織文化・

環境の醸成

従業員の
エンゲージメント向上

Well-being
の充実

人財の育成

D&Iの推進

アクティビティー
/アウトプット

社会価値の創出

1次アウトカム
（マテリアリティの目指す姿）

2次アウトカム
（企業価値/社会価値）

ＮＸグループの長期ビジョンにおいて、
「グローバル市場で存在感を持つロジスティクスカンパニー」を目指すにあたり、「多様な
社員が、顧客や社会を支える仕事に誇りを持ち、活躍する企業」を目指すこととしています。
また、ＥＳＧ経営の確立に向けた取り組みテーマの一つとして「社員が幸せを感じる企業に
変革する」ことを掲げています
「Well-beingの充実」「D&Iの推進」「人財の育成」のこれら３つを土台として、
「従業員のエンゲージメント向上」と「多様な人財の総合力を生み出せる組織文化・環境の
醸成」を図り、「企業価値の向上」と「社会価値の創出」を達成したいと考えています。
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人財戦略の具体的な取組み内容

①Well-being
の充実

②D&Iの推進

③人財の育成

・健康経営の推進
・エンゲージメント向上に向けた取り組み

・多様性の推進
・インクルーシブな職場風土の構築
・ワークスタイルの変革

・自律型人財
・リーダー人財の育成

従業員は財産＝「人財」と位置づけ、従業員が幸せに
モチベーション高く働くことで企業価値の創出につなげる

ＮＸグループでは、人をコストではなく資本としてとらえ、人に投資することで人の能力、
価値を最大限に引き出す人的資本経営に取り組むこととしています
従業員と会社がお互いに対等で、尊重し合える関係であることを前提として、従業員は財産
＝「人財」と位置づけ、従業員が幸せにモチベーション高く働くことが、企業価値の創出に
つながると考えています。
具体的な取り組み内容として、「Well-beingの充実」により、従業員が心身の健康を保ち、
「働きがい・やりがい」を感じることで、「従業員が幸せを感じる企業」を実現していきた
いと考えております。
「ダイバーシティ＆インクルージョンの推進」や「人財の育成」により、多様な人財が能力
を発揮し活躍できる環境を作るよう取り組んでまいります。
以上３項目について、順にご説明いたします。

13
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①Wel-beingの充実（健康経営の推進）

１つ目がWell-beingの充実になります。
当社グループでは、グループ共通の方針である「NXグループ健康宣言」を策定し、従業員
の健康づくりに取り組んでいます。
また、国内のグループ各社は、「健康経営戦略マップ」を策定し、経営課題と健康に関する
施策のつながりを明確にした上で、健康経営を推進しています。

14
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①Wel-beingの充実（エンゲージメント向上に向けた取り組み）

〇エンゲージメント実施
（目的）客観的かつ定量的なデータを収集・

分析し、エンゲージメント向上に取り組む

持続的エンゲージメント
の向上

エンゲージメント向上の
取り組み

ベンチマークとの比較

組織の特色

重点課題の把握

施策の共創

定点観察

帰属意識の向上

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
サ
ー
ベ
イ

〇課題解決の取り組み

課題① 従業員と経営陣の相互理解

タウンホールミーティング

実施回数：52回
参加社員数（事務系・技能系社員合計）：７８４人
（2023年6月までの累計）

課題② 従業員の自律性や能力活用の機会を支援する
マネジメントへの意識改革・行動改革

３６０度評価による
リーダーシップ診断

役員・経営職：５３９名
（2022年度）

支援型マネジメント研修 管理職：1022名
（2023年度上期）

課題③ 社員一人一人がキャリアについて自ら考え、
モチベーションの向上や成長機会

ポスキャリの導入 自ら働きたい職場に
応募ができる制度

同じく、Well-beingの充実に向けて、従業員のエンゲージメント向上に向けて、取り組む課
題を明らかにするために、従業員満足度調査を実施しました。
その結果、内発的な要因である、仕事の充実に関する項目や、組織の風通しに、課題がある
事が分かりました。
これらの課題に対する具体的な施策として、経営陣と従業員が直接対話する、タウンホール
ミーティングの実施や、全ての役員・経営職に、360度評価による、リーダーシップ診断の
実施、さらに、全ての管理職向けに、支援型マネジメント研修を実施しております。
また、社員一人一人がキャリアについて自ら考え、モチベーションの向上や、成長機会とし
て、従業員自らエントリーできる、ポスキャリ制度も導入しております。
2023年からは、海外現地法人を含む、グループ会社全体を対象としたエンゲージメント
サーベイを行いました。
このサーベイによって、グループ全体、および各社ごとの従業員のエンゲージメントの現状
を分析の上、課題を把握し、次年度以降、具体的な施策を検討し、進めてまいります。

15
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②D&Iの推進（多様性の推進・インクルーシブな職場風土の構築）

〇ワークスタイルの変革〇多様性の推進・
インクルーシブな職場風土の構築

続いて多様性の推進・インクルーシブな職場風土の構築についてです。
当社グループでは、2030年までに、女性管理職比率を10%にすることを目標としております。
日本通運株式会社では、女性管理職比率 10%を達成するために、ワーク・ライフ・バランス
の実現を学ぶ「ワークライフデザインセミナー」、キャリアについて考える研修、管理職候
補の女性係長を対象に、マネジメントスキルを学ぶ「リーダーシップ研修」を実施していま
す。
また、戦略実行力の強化のための施策のひとつとして、専門性の高い人財の確保・育成を進
めていますが、外国籍人財についても、受け入れを進め、日本国内のグローバル化を進めて
います。
LGBTQについては、理解を深めるための研修を、約２万人の従業員に実施しています。

続いて、ワークスタイルの変革についてです。
日本通運株式会社では、年次有給休暇取得率向上に向けて、各支店で取り組みを進めていま
す。
また、男性の育児休業取得促進に向けた、育児休業支援一時金制度を導入し、仕事と育児の
両立を学ぶ従業員向けハンドブック、管理職向けガイドブックを作成するなど、働きやすい
職場環境を実現するための取り組みを進めております。

16



Copyright © 2023 NIPPON EXPRESS HOLDINGS,INC., All rights reserved.2023年9月14日開催 IR day17

③人財の育成

自分で働きたい職場
にエントリー

ポスティング制度の導入

社員一人一人がキャリアについて自ら考え、モチベー
ションの向上や成長機会、
仕事に対するやりがいを生み出すことを目的

３つ目の人財育成についてです。
社会との調和の下、企業理念の実践を通じ、変化を恐れず主体的に行動し、自主的に成長し
続ける「自律型人財」の育成を教育方針の要としています。
具体的には、OJTをはじめとした職場内教育・集合研修・自己啓発を基本の軸として、取り
組んでいます。
さらに、キャリアデザインの観点から、今年度からは、ポスティング制度を導入し、従業員
一人ひとりに、キャリアを意識してもらうと同時に、仕事に対するやりがいを、感じてもら
う機会を、提供しています。

17
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次期経営計画に向けた取り組み

企 業 理 念

人 財 戦 略

人 財 ポ リ シ ー

〇会社が約束すること

「自律」
「挑戦と変革」
「誠実さ」

〇求める人財

〇人財部門が大切にすること

「経営との連動」「キャリア支援」「社員とのコミュニケーション」

「多様性」

「自己実現の支援」 「心理的安全」

最後になりますが、当社グループでは、２０２３年３月に人財ポリシーを制定しまし
た。
長期ビジョンである 「グローバル市場で存在感を持つロジスティクスカンパニ－」
を実現できる人財を確保・育成していくため、人財に関する、グループ全体の指針と
しております。
構成としては、「人財に関する考え方」「求める人財」「グループが約束すること」
「人財部門が大切にすること」となっています
こちらの図は、人財ポリシーと企業理念、人財戦略の関係性を表したものです
次年度は、この人財ポリシーをグループ全体に浸透させるとともに、この人財ポリ
シーを土台として、各種施策を企画・実行し、長期ビジョン達成に向けた人財戦略を
検討していきたいと考えております。

18
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DXの取組み

執行役員：海野 昭良

19
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NXが目指す両利きのDX戦略

「足下からのデジタル化」と「未来からのバックキャスト」による、両利きのＤＸ戦略

新

現

必要不要

現業

新規事業

新しい事業領域への参入

デジタル化

デジタルを活用し
現業を効率化・省人化

ＤＸ
デジタルを活用し
新しいステージへ

事
業
領
域
（
顧
客
へ
の
提
供
価
値
）

キーリソースとしてのデジタル技術の活用

中
長
期

短
期

デジタル化
⚫ 現場における効率化

などの取り組み
⚫ 現場・現業・技術から

想起
⚫ 短期的

ＤＸ
⚫ “未来の柱”になり得る

事業領域
⚫ 経営・全社戦略的な

観点
⚫ 中長期的

これまで統合報告書等でも記載しておりますが、当社は短期で足元のデジ
タル化を進め、中長期でＤＸの実現へ向かうＤＸ戦略を描いております。
短期では省人化・自動化など足元のデジタル化を進めることで事業の効率
化を図り、中長期ではデジタルを活用した価値創造により、新しいステー
ジにチャレンジしていくというロードマップです。

20
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デジタルとデータを活用した
サステナブルなロジスティクス
構築による持続的社会への貢献

DX取り組み全体像・目指す姿

こちらはNXグループにおけるDXの取り組みの「全体像」と「目指す姿」
を表しております。
図の下部にございます「DX人財」の育成、先端技術や導入事例などの「ナ
レッジ共有」、データを活用するための「データ利活用基盤」の３つの要
素は、様々なDXの活動を支える土台です。これらの推進体制は整ってまい
りました。
その土台の上で既存事業の改革や新規事業の創造を目指してまいります。
またこれらの取り組みからデータやナレッジを抽出し、外部との価値共創
プロジェクトや社内のワークショップなどを開催することで、継続性、強
靭性、地球環境への配慮を兼ね備えたサステナブルなロジスティクスを構
築することが出来ると考えております。
それでは、ここに出ております、それぞれの取り組みについてご説明いた
します。

21
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推進体制の整備 DX人財

物流に関する様々な課題を解決するためには構想力・実行力を有するDX人財の育成が重要。DX人財の育成に
向けてDX・IT人財の定義が完了し、リテラシー・専門教育を実施。

DX・IT人財の定義 リテラシー・専門教育

DXを推進する中核人財である「デジタル人財」をビジネ
ス観点の専門性が特に高い人財「DX人財」とIT観点の専
門性が特に高い人財「IT人財」に定義。

DX人財の育成に向けて、7月から「リテラシー教育」と「専門教育」を
開始。
「リテラシー教育」は、オリジナル教材を使ってＤＸの基礎知識を教育。
まずはNXグループの約38,000人が対象。来年は海外の約20,000人に
展開して合計約58,000人への教育を実施する計画。
「専門教育」はすでにＤＸに取り組んでいる約100名の中核人財を対象
に体系的なリスキリングを実施する計画。

2023年7月6日付 日経新聞記事

まず、推進体制の最重要課題である「DX人財」育成の取り組みになります。
DX人財の育成に向けて、まずは資料の左側に記載のとおり、DX・ITそれ
ぞれの人財の定義付けを行いました。
そしてDX人財の育成に向けて、資料の右側に記載のとおり、「リテラシー
教育」と「専門教育」を開始しております。この取り組みは本年7月6日付
の日経新聞にも掲載されました。

22
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グループ各社に散在していたナレッジ（知見・情報）をグループポータルサイト（社内イントラ）に集約。
DXコミュニティを構築し、ナレッジを基盤としたコミュニケーションを通じてDX推進のカルチャーを醸成。

グループポータルサイト DXコミュニティ

グループ会社a グループ会社b グループ会社c グループ会社d

情報共有DB

共有 共有 共有

ナレッジ共有基盤

DX関連施策 グループ取組事例 機器一覧

セミナー・研修 推進体制 FAQ

ナレッジ共有基盤としてDX専用のグループポータルサイトを構築。
グループ各社のナレッジ共有を実現し、事例の水平展開等を実施。

ナレッジに関するコミュニケーションツールとしてTeamsに
「DX for ALL」というチームを新設。
現場の課題のヒアリング、ビジネスアイデアの創出など
双方型のコミュニティとして機能。

推進体制の整備 ナレッジ共有

推進体制整備の２つ目が「ナレッジ共有」になります。ここでいうナレッ
ジとは、DXや先端技術に関する知見や情報のことを指します。
資料の左側に記載のとおり、当社の「グループポータルサイト」に様々な
ナレッジを掲載し、グループ各社が一体となってナレッジを共有できるイ
ンフラを整えました。
また、資料の右側に記載のとおり、ナレッジの「発信」と双方向での「意
見交換」の場をつくり、提供し、DXアイデアの種や、先行事例の横展開な
どが始まりつつあります。

23
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事業・会社ごとに分散しているデータをグループ・グローバル全体で一元管理するため、データ基盤となる
「NX Data Station」を構築。

推進体制の整備 データ利活用基盤

こちらが推進体制整備の３つ目である「データ利活用基盤」の全体図にな
ります。
海運、航空、自動車、鉄道、倉庫、それぞれの輸送モードから入力された
データはデータ利活用基盤である「NX Data Station」に保管されます。
データカタログを通じて、データの検索、閲覧、可視化を行うことが容易
になり、将来的にはデータの分析・予測につなげることを目指しておりま
す。

24
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AMR AGF

既存事業の改革 現場DX

これまでご説明した「DX人財、ナレッジ共有、データ利活用基盤」と
いった土台をベースにして取り組む「既存事業の改革」につきまして、
まずは現場DXについてご説明致します。
資料の左側に記載のとおり、物流現場における各工程間搬送作業を効率
化するため、AGV、AMR、AGFといわれる無人搬送機の導入を推進し
ております。
資料の右側は当社の物流拠点で実際に構築し、運用している作業スタッ
フの人員配置を最適化するシステムの概念図になります。
このシステムでは、蓄積された様々なデータの中から、入出荷データ、
生産性の実績データ、そして直近の作業者の勤務状況、あるいは可能時
間などの内部リソースのデータを活用致します。
これらのデータを元に、人員配置の最適化計画を自動で策定致します。
自動化機器と人員管理の掛け合わせによる倉庫オペレーションの最適化
を実現した事例となっております。

25
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既存事業の改革 経理DX・事務DX・営業DX

既存事業の改革の「経理DX」といたしましては、左上にございます
「プロジェクトITS（イッツ）」を始動しております。
「ITS（イッツ）」は、それぞれ「IFRS」「TAX」「SAP」の頭文字に
なります。本プロジェクトは、会計基準への対応、各社の経営とシステ
ムの統一、日本国内だけでなくグローバルのグループ会社全体で経理業
務プロセスを標準化を目指して取り組んでいるところでございます。
また「事務DX」としてRPAの導入を推進し、事務作業の削減につなげ
ております。
昨年は目標として150万時間の事務作業の削減を掲げながら、163万時
間と目標を達成しております。
本年度も目標をあげまして215万時間の削減を掲げており、8月末時点
ですでに208万時間を達成しております。
そして「営業DX」として、営業テックを活用した営業活動の生産性向
上につながる取り組みを進めております。
「KNOWLEDGE WORK」とはナレッジワーク社が提供する営業ナレッ
ジ共有に特化したクラウド型SaaSです。
このシステムを活用することにより、営業に必要な顧客提案資料や社内
資料等のナレッジを集約・共有することが可能になりました。
「sansan」は名刺などの顧客との接点に関する情報や企業情報等を一
元管理するシステムです。
案件化する前の営業情報を記録・共有・活用することで、ボトムアップ
による改革が進んでいることが評価され、第一回Forbes Japan New 
Sales of the Year 2023におきまして、「ベストエンゲージメント賞」
を受賞しております。

26
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新規事業の創造 脱炭素DX・新規事業DX

DCX

脱炭素DX 新規事業DX

エコトランス・ナビ

ドローン（実証実験）

使用機材 ブルーイノベーション社 ELIOS 2, ELIOS 3

床平面から目視することが出来ない高所保管商品及び床段積み貨物等を保管
している倉庫において、棚卸などの高所作業でのドローンの活用を検討中。

ECプラットフォームとロジスティクスをつなぐSaaS型の物流Webアプリを展開。

ドローン飛行の様子

2022年6月4日

一般社団法人日本物流団体連合会様
より第23回「物流環境大賞」を受賞。

次に、「新規事業の創造」、「脱炭素DX」と「新規事業DX」についてご
説明いたします。
「脱炭素DX」の取り組みとして、エコトランス・ナビ等のCO２排出量可
視化につながるソリューションの開発・展開を進めております。トラック、
鉄道、船舶、航空等のCO2排出量を可視化するサービスで、過去の出荷
データから複数輸送モードのCO2排出量を一括で算出し、結果をレポート
で提供いたします。エコトランス・ナビは2022年6月に一般社団法人日本
物流団体連合会様より第23回「物流環境大賞」を受賞させていただいてお
ります。
また「新規事業DX」の取り組みとしてECプラットフォームとロジスティ
クスをつなぐWebアプリ、「DCX」の展開を進めております。Shopifyと連
携した倉庫管理システムの機能を基本に、在庫数や出荷進捗に対してリア
ルタイムな可視化を実現するとともに納品書カスタマイズや予約販売対応
など、購入者の満足度を高める仕掛けを実装、EC事業者からのご好評をい
ただいております。
ドローンにつきましては床平面から目視することが出来ない高所保管商品
あるいは床段積み貨物等を保管している倉庫において、棚卸作業でのド
ローンの活用などを検討しております。
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新規事業の創造 共創DX

NXグループの物流に関するノウハウとNECの技術力を掛け合わせ、新価値創造に向けたプロジェクトを推進。

自律遠隔搬送ソリューションを共同開発

フォークリフトにカメラ、センサを搭載し、搬送ルートの自動設計や安
全性を確保したフォークリフトの自律遠隔搬送を可能とする。
複数拠点にある複数台のフォークリフトを遠隔から少人数で集中管理す
る
ことで人手不足を解消し、安全性の向上など持続可能な物流の実現に貢
献。

共創DX

EVトラック普及拡大に向けた実証実験

日本通運、 NEC、ENEOSの3社はEVトラックの普及拡大に向けた
実証実験を9月5日より福岡県内にて実施。
EVトラックの長距離輸送における経路充電の有効性、EV運用支援
アプリケーションの必要機能、充電サービス設計要件等を検証。

自律遠隔制御対応のフォークリフ
ト

遠隔操縦イメージ 実証実験に使用するEVトラック

新規事業に向けた「共創DX」の取り組みとして、NEC社と業務提携契約を締結し、NXの物流に関するノウ
ハウとNEC社の技術力を組み合わせた価値共創に取り組んでおります。8月23日にはこのプロジェクトでの
取り組みである「フォークリフトの自律遠隔搬送ソリューション」の共同開発についてプレスリリースい
たしました。
フォークリフトの運転作業には専門技術が必要なため、作業者が限定され、人手不足が生じることが懸念
されます。また機会の特性上、衝突・転倒・転落などの危険が伴うリスクもございます。
このような課題・リスクを克服するため、カメラやセンサをフォークリフトに後付けし、フォークリフト
を遠隔地から操作する実証実験を行いました。
その結果、「自律制御」、「遠隔操縦」、「搭乗操作」の３つのモードで操作することが可能なソリュー
ションが実現しました。
まず「自律制御」につきましては、カメラ映像やセンサ情報を分析し、シミュレーションによる状況に応
じた搬送ルートの自動設計を行いました。搬送ルート上の障害物や人などへの衝突リスクを把握し、状況
に応じてフォークリフトの速度を制限速度内で自動調整することも可能です。
次に「遠隔操縦」につきまして、作業スタッフはモニタを見ながらコントローラーでフォークリフトを操
作することが可能です。フォークリフトのカメラ映像やセンサ情報を分析、制御することで、複数拠点に
ある複数台のフォークリフトを管理・操作が可能となります。
最後にフォークリフトはこれまでどおり人が乗り、「搭乗操作」することも可能となっています。
カメラやセンサは、「既製」のフォークリフトに後付けする方式で、既製のフォークリフトに後付けする
ことで自律遠隔搬送を実現するソリューションは国内で恐らく初めてだと思っております。
自律制御や遠隔操縦により、衝突・転倒・転落などの事故を減らすことにもつながります。また、一人で
複数台のフォークリフトを同時に操作することで生産性を上げることを目指しております。この取り組み
を通じて、事務作業のスタッフだけではなく、現場のスタッフもリモートから働くことが可能になるので
はないでしょうか。
この技術はただ単にフォークリフトを遠隔地から動かすというデジタル化の取り組みではございません。
この技術開発を進めることで作業現場までの移動の「時間」や「距離」を超えて働くことが可能になり、
働き方改革、安全・安心な作業環境、複数拠点の作業シェアリング等、まさにこれまでのフォークリフト
作業の常識を変革するデジタルトランスフォーメーションに繋げていきたいと考えております。
また当社はEVトラックの導入を推進しておりますが、従来のディーゼルのトラックと比べると走行可能距
離が短いため、輸送中に電力が足りなくなるリスクがあります。
こうしたリスクを解消するため、日本通運、NEC社、ENEOS社の3社共同で9月5日より福岡県内にて実証
実験を実施しております。この実験を通じて、「EVトラックの長距離輸送における経路充電の有効性」等
を検証し、実用化に向けて進めていきたいと考えております。
今回の実証実験で収集したデータを活用することで、EVトラックを効率よく充電することが可能になり、
運行距離を伸ばすことが期待できます。EVトラックなどの環境配慮車両の導入を進め、サプライチェーン
全体を通じた環境負荷の少ない物流の構築を目指しております。
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DX実現に向けて

DXの実現に向けて「DX人財、ナレッジ共有、データ利活用基盤」と
いったDX推進のための土台を構築するとともに、「既存事業の改革」
や「新規事業の創造」などあらゆる領域でのデジタル化を推進し、DX
に向かう旨をご説明させていただきました。DXの実現に向けて、ヒト
に関する施策、データに関する施策、機器システムに関する施策をそれ
ぞれ打っていきますが、これらの取り組みは、それぞれのギアを回し、
連携させながら進めていくことが重要だと考えております。

一例として、先ほど自律遠隔搬送ソリューションについてお伝えしまし
たが、まさにこの取り組みは３つのギアを回すことで実現することが可
能になったものです。
「機器・システム」の導入について、先述のとおり既製のフォークリフ
トにそれぞれの制御装置をつけることで、フォークリフトの走行ルート
や速度等の「データ」を取得・把握・分析し、遠隔での操作が可能にな
り、プロジェクトに関わっている「人」は構想力、創発力、実践力、デ
ザイン力といった力が高まってまいりました。実証実験を実施するまで
の間、多くの壁がございましたが、この3つが連携することで乗り越え
てきたものと考えています。今後もシステム改善、業務プロセス改革な
どの検討を進めていき、改善点をフィードバックすることで、それぞれ
の生産性が向上するだけでなく、様々なデータ利活用の取り組みに広げ
てまいりたいと考えています。人、機器・システム、データが連携する
ことによって、高効率な物流の実現につながり、我々のDXにつながる
と考えております。
これまではグループ各社が個別にデジタル化・ＤＸに関するプロジェク
トを進めておりましたが、各取り組みや各社のナレッジを有機的に連携
させ、データを利活用することによって、グループシナジーの最大化を
図りたいと考えております。そのためにもこれまで以上にグループ一体
となった「連携」を通じてＤＸにつながる取り組みを推進して参ります。
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本資料のいかなる情報も、弊社株式の購入や売却等を勧誘するものではありません。

また、本資料に記載された意見や予測等は資料作成時点での弊社の判断であり、

その情報の正確性を保証するものではなく、今後、予告無しに変更されることがあります。

万一、この情報に基づいて、こうむったいかなる損害についても、

弊社及び情報提供者は一切責任を負いませんのでご承知おきください。
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